
お
く
り
も
の

津
乃
峰
小
学
校
へ

●
テ
ン
ト
２
張

津
乃
峰
町　

吉
田
歯
科
医
院
様

か
ら
学
校
環
境
充
実
の
た
め

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨
時
的
任
用
職
員

（
夏
季
ご
み
収
集
作
業
）を
募
集

　

本
年
６
月
か
ら
９
月
に
環
境
管

理
事
務
所
に
お
い
て
、
臨
時
的
に

勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
昭
和
30
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員　
10
人

賃
金　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
に
自
筆
、
写
真
貼
付
）
を
人
事

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験

案
内
は
、
申
込
期
間
中
に
人
事
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
込
期
間　
４
月
11
日
㈫
～
５
月

２
日
㈫
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
、
日
曜
日
等
、
閉

庁
日
は
除
く
）

試
験
内
容　
面
接
試
験
お
よ
び
体

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
と

瀬
戸
内
少
年
野
球
団 

～

　

今
春
か
ら
新
野
町
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ
日
本

初
の
取
組
で
あ
る
「
シ
ー
ム
レ
ス
民
泊
」
が
始
ま

り
ま
す
。
４
月
８
日
に
は
飯
泉

知
事
も
出
席
さ
れ
、
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
取
組
に
よ

り
、
平
時
は
歩
き
遍
路
の
方
々

が
、
新
野
町
に
お
い
て
個
人
の

家
や
施
設
（
行
政
の
許
可
を
得

た
も
の
に
限
り
ま
す
）
で
の
民

泊
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ

新
野
町
か
と
言
い
ま
す
と
、
四

国
霊
場
第
21
番
札
所
太
龍
寺
か

ら
第
23
番
札
所
薬
王
寺
ま
で
の

間
に
は
宿
泊
施
設
が
少
な
い
た

め
、
そ
の
方
々
の
宿
泊
施
設
と

し
て
設
け
ま
す
。
ま
た
、
津
波

の
心
配
が
な
い
新
野
町
は
、
食

品
工
場
や
生
活
協
同
組
合
の
物

流
拠
点
が
集
ま
っ
て
い
て
、
食

料
の
心
配
も
少
な
い
た
め
、
最

適
地
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
し

た
。
四
国
八
十
八
箇
所
の
う
ち
、
歩
き
遍
路
の
距

離
は
約
１
２
０
０
～
１
４
０
０
キ
ロ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
土
の
道
は
約
１
０
０
キ
ロ

（
他
は
国
道
や
県
道
な
ど
の
舗
装
さ
れ
た
道
）。
そ

の
う
ち
約
10
キ
ロ
が
加
茂
谷
を
中
心
と
し
た
阿
南

市
内
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
外
国
人
も
含

め
歩
き
遍
路
の
方
々
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
確

実
に
需
要
が
高
ま
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
民
泊
が
、
い
っ
た
ん
災
害
が
発
生
す
る
と
避

難
者
に
安
心
し
て
生
活
し
て
も

ら
う
避
難
所
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
、
シ
ー
ム
レ
ス
（
つ
な
ぎ

目
の
な
い
）
民
泊
の
構
想
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
写
真
は
、
１
９

８
４
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画

「
瀬
戸
内
少
年
野
球
団
」（
原

作
：
阿
久　

悠
さ
ん
）
の
ロ
ケ

が
当
時
の
新
野
小
・
中
学
校
で

実
施
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

時
、
新
野
駅
か
ら
ロ
ケ
地
ま
で

長
蛇
の
列
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

阿
南
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に

は
幾
多
の
歴
史
の
蓄
積
が
あ
り

ま
す
。
夏
目
雅
子
さ
ん
や
岩
下

志
麻
さ
ん
、
郷　

ひ
ろ
み
さ
ん

が
中
央
に
写
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
歴
史
を
後
世
に
残
す
た
め
に

も
、
市
内
有
志
か
ら
要
望
を
受
け
、
瀬
戸
内
少
年

野
球
団
ロ
ケ
地
記
念
碑
を
建
立
し
、
市
民
の
誇
り

に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
５
月
９
日
㈫

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
事
課
（
☎
22

－

１
１
１
２
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定　

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
定

住
促
進
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月

30
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な
ど
詳

細
は
基
金
運
営
委
員
会
の
審
議
を

経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

定
住
促
進
課

（
☎
22

－

７
４
０
４
）
へ

住
宅
の
耐
震
化
支
援

住
み
替
え
支
援
事
業

対
象　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
耐
震

診
断
を
受
け
、評
点
が
０
・７
未
満

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を
建
て
替
え

ま
た
は
他
所
へ
住
み
替
え
る
た
め

に
住
宅
の
全
て
を
除
却
す
る
工
事

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
５

分
の
２
（
上
限
30
万
円
）

予
定
戸
数
等　
予
定
戸
数
5
戸
で
、

受
付
は
先
着
順
と
し
、
予
定
戸
数

に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

受
付
期
間　
４
月
３
日
㈪
か
ら

問
い
合
わ
せ
は　
住
宅
・
建
築
課

（
☎
22

－

３
４
３
１) 

へ

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

（
土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧

　

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
１
日

㈪
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
第
１
仮
庁
舎
２

階　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税

の
納
税
者
ま
た
は
代
理
人

持
参
物　
本
人
確
認
が
で
き
る

公
的
証
明
書
（
免
許
証
、
保
険

証
等
）
と
印
鑑
。
代
理
人
の
場

合
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
公
的
証
明
書
と
委
任
状

が
必
要
で
す
。

手
数
料　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は

無
料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自

身
が
納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い

る
資
産
の
一
覧
表
）
の
閲
覧
に

つ
い
て
も
、
縦
覧
期
間
中
は
手

数
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定

資
産
税
係（
☎
22

－

１
１
１
４
）

へ平
成
29
年
度
固
定
資
産
評
価 

証
明
書
等
の
発
行
時
期

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

４
月
３
日
㈪
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

４
月
５
日
㈬
～

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、
保
険
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
庶
務

係
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

美しいあなんを求めて 連載㉛〜下水道〜

公共下水道供用開始区域が４月１日から広がります
公共下水道を使用できる区域（供用開始区
域）に該当する方は、お早めに下水道に接続
してください。接続工事は、必ず排水設備指
定工事店（市ホームページ掲載）に依頼して
ください。
一定期間内に下水道へ接続される方（新築を
除く）には、助成金制度を設けています。
また、平成29年度供用開始区域の土地につ
いて、受益者負担金の徴収猶予を受けられて
いる方は、未供用による猶予が取消しとなり、
８月から徴収開始となりますのでご確認くだ
さい。なお、平成28年８月以降、土地の売
買や相続等により受益者が変更になっている
場合は、下水道課までご連絡ください。

問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

凡　　例

道路	
ＪＲ軌道	
事業区域	
これまでの供用開始区域	
今回の供用開始区域	

富岡西郵便局◦

JR 阿南駅◦

◦文化会館

◦
富岡西高校

阿南市役所
◦

平成25年３月に着工
した新庁舎建設工事
が、この度完成しまし
た。新庁舎のさまざま
な機能を知っていただ
くため、内覧会を開催
します。当日は、内覧
会のほか、記念祝賀アトラクションを予定しています。
なお、新庁舎でのすべての業務が開始となるのは、執務室
移転後の５月８日㈪からになります。（詳細は広報あなん
５月号に掲載します。）
日時　４月23日㈰　11:30（予定）～15:00
　　　（関係者のみの式典は10:00）
場所　阿南市役所　新庁舎（富岡町トノ町12番地３）
問い合わせは　庁舎建設課（☎22 −8285）へ

新庁舎内覧会のお知らせ

平成29年４月１日
から供用開始区域
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児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

父
母
の
離
婚
等
に
よ
り
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与

し
、
当
該
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

支
給
対
象
者　
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
児
童
を
ひ
と
り
で
監
護

し
て
い
る
母
ま
た
は
父
、
も
し
く

は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方

手
当
月
額（
平
成
29
年
４
月
改
定
）

児
童
１
人
の
場
合
の
全
部
支
給
額

４
万
２
２
９
０
円

児
童
２
人
以
上
の
場
合
（
第
２
子

加
算
額
）
９
９
９
０
円
（
第
３
子

以
降
加
算
額
）
５
９
９
０
円

※
支
給
対
象
者
等
の
所
得
に
よ
り

手
当
月
額
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
を
受
け
る
に
は　
認
定
請
求

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
添
付
書

類
等
に
つ
い
て
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

通
勤
通
学
時
の
交
通
事
故
防
止
を

　

４
月
は
進
学
と
就
職
の
季
節
で

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
車
、
自
転
車

お
よ
び
徒
歩
で
通
学
・
通
勤
す
る

人
も
増
え
て
、
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
事
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
行
者
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

昨
年
、
県
内
で
は
横
断
歩
行
者

妨
害
に
よ
る
人
身
事
故
の
発
生
が

２
１
５
件
、
死
者
５
人
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
警
察
で
は
横
断
歩
行

者
の
安
全
確
保
に
重
点
を
お
い
た

取
締
り
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
が
優

先
」
で
す
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

皆
さ
ん
は
、
横
断
歩
道
を
横
断
し

ま
た
は
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行

者
が
い
る
と
き
に
は
、
横
断
歩
道

の
手
前
で
一
時
停
止
し
、
歩
行
者

の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

平
成
30
年
成
人
式
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　
▼
新
成
人
（
平
成
９

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容　
成
人
式
の
企
画
・
運
営（
会

議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日　
４
月
28
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
最
寄

り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

３
３
９
１
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件　数
死　者
負傷者

191件（376）
0人（    0）
32人（  50）

救 急 件　数
搬送人員

294件（661）
278人（634）

火 災 件　数
損害額

1件（    1）
0千円（0千円）

●阿南署管内平成29年２月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

有害鳥獣捕獲のご理解ご協力について

本市では、農作物の有害鳥獣被害防止のため、
銃器や檻等による有害鳥獣捕獲作業を実施して
います。
市民の皆さまの安全確保を第一に作業を実施し
ていますので、ご理解ご協力をよろしくお願い
します。
捕獲区域　阿南市全域
問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）へ

バヌアツでの私の任期が終わりに近づいてきました。約１年滞在し、良いなと思うのと同時に大変そうだ
と感じたこと、それはバヌアツの家族関係です。バヌアツでは、家族や同じ島出身の人のつながりはとて
も強いものがあります。仕事を見つけてあげたり、住居や食事を分け合ったり。家族皆で子育てをするため、
父や母は仕事を続けることができ、再び学校で学び始めることもめずらしくありません。一方で結婚や人
の死など、一人の家族に起こったことは家族皆のイベントになります。それらの式典は盛大に行われ、た
とえ遠い親戚であっても、仕事やその他の予定は関係なく、家族と共に過ごします。また、嫁いだ人は義
父母の目の前を歩いたり、名前を呼んだりしてはならないなど、さまざまなしきたりがあります。現代の

日本の家族形態を見ているからこそ、良いなあ、大変だなあ、と思うのでしょ
うか。日本も一昔前はバヌアツと似たところがあったのだと思います。どち
らが良いとは一概に言えませんが、一人ひとりが幸せだと感じながら毎日を
過ごせると、私はうれしく感じます。写真は、私の同僚の家族です。「李里
紗ももう家族だ」と言われた時は、本当にうれしく感じました。
さて、４月からは阿南市役所へ復職予定です。皆さま、どうぞよろしくお願
いいたします。

渡邊李里紗さん～バヌアツの家族～

青年海外協力隊員からの手紙 Vol.6

同僚の家族

平成29年度　阿南市成人大学講座実施計画
講座 日　　時 テーマ 場　　所 内　　容 講　　　　　師

第１回 ５月13日㈯
15:00～ ◇開講式 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 牟岐町長　福井雅彦さん

第２回 ６月11日㈰
15:00～ 歴史 ひまわり会館

ふれあいホール 歴　史 宮本歯科クリニック院長
宮本雅司さん

第３回 ７月９日㈰
15:00～ 天文 ひまわり会館

ふれあいホール ＪＡＸＡ講演会 ＪＡＸＡ講師

第４回 10月上旬 現地研修 未定 未定

第５回 12月２日㈯
10:00～、14:00～ 調理 ひまわり会館

グルメルーム 健康食 食生活改善推進委員　井村玉惠さん

第６回 12月10日㈰
9:00～

人権フェスティ
バル参加

文化会館
夢ホール 未　定 未　定

第７回 平成30年1月20日㈯
10:00～ 歴史 日開野地区

（王子神社ほか） 市内史跡巡り 文化振興課　向井公紀さん
　　　　　　阿部直樹さん

第８回 1月27日㈯
13:30～

生涯学習推進大
会参加 未　定 未　定 未　定

第９回 ２月18日㈰
15:00～

健康
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 未　定 未　定

南阿波定住自立圏共生ビジョン取組事業が始まります
平成24年度から始まった阿南・那賀・美波定住自立圏の取組が、新たに牟岐町・海陽町を加えた

「南阿波定住自立圏」として、４月から実施対象となる圏域が１市４町に拡大されます。

◎上記以外で４月から適用される主な取組
・図書館、スポーツ施設、子育て支援センターの施設相互利用等
・火葬場使用料軽減事業 （市外住民の料金割増部分の軽減）
・女性支援パートナーシップ事業（阿南市配偶者暴力相談支援センター、生き方なんでも相談事業の圏域住民の利用）

日時　４月22日㈯　11:00～、23日㈰　9:00～
場所　ＪＡアグリあなんスタジアム、羽ノ浦グラウンド、福井グラウン

ド、新野グラウンド、中浦緑地グラウンド、日和佐グラウンド（美
波町）、豊饒の杜グラウンド（那賀町）、蛇王球場（海陽町）

参加チーム　阿南還球会、阿南名球クラブ、徳島クラブ、橘シニア、阿南つどいクラブ、宝田体協シニ
ア、見能林オールスター、桑野クラブ、加茂谷体協シニアほか全 30 チーム

※くわしい日程等はお問い合わせください。
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

第10回記念　西日本生涯還暦野球大会を開催

講座日時等　別表の予定（未定は現在調整中）
募集定員　130人まで（定員以上の場合は抽選を行い、開講通知の案内を

もって当選案内とさせていただきます）
受講資格　学習意欲のある人
受講料　年間1,500円（料理教室、現地研修などは実費負担があります）
受講場所　ひまわり会館ほか
申込方法　はがきに住所、氏名、フリガナ、電話番号、携帯電話番号を記入のうえ、４月20日㈭まで

に〒774-8501富岡町トノ町12番地３生涯学習課へお申し込みください。なお、電話での受
付はいたしません。

問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

第41回（平成29年度）成人大学受講生募集
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平
成
29
年
度
小
型
合
併
処
理

浄
化
槽
補
助
金
申
請
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

対
象　
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に

浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
成
で
き
る

方
（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ
れ

て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法
第

４
条
第
１
項
の
事
業
計
画
に
定
め

た
区
域
、
阿
南
市
伊
島
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
事
業
区
域
、

阿
南
市
春
日
野
地
域
下
水
道
条
例

第
４
条
に
規
定
す
る
区
域
、
阿
南

市
パ
ス
ト
ラ
ル
ゆ
た
か
野
団
地
生

活
排
水
処
理
施
設
条
例
第
４
条
に

規
定
す
る
区
域
、
阿
南
市
西
春
日

野
生
活
排
水
処
理
施
設
条
例
第
４

条
に
規
定
す
る
区
域
お
よ
び
阿
南

市
羽
ノ
浦
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
条
例
第
４
条
に
規
定
す
る
処
理

区
域
は
除
き
ま
す
。
な
お
、
対
象

区
域
は
、
環
境
保
全
課
で
確
認
で

き
ま
す
）

補
助
金
額　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
28
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
11
月

30
日
㈭
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

交
付
者
の
決
定　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
浄
化
槽

設
置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前

（
原
則
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

①
浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
浄

化
槽
設
置
に
関
す
る
計
画
書
の

写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③
浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写

し
④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑦
登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧
浄
化
槽
設
備
士
免
状
ま
た
は
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
工
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨
機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩
浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪
補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

平
成
29
年
度
阿
南
市
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

支
援
事
業
補
助
金
申
請
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す

　

阿
南
市
内
に
お
い
て
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。申
請
方
法
等
く
わ
し
く
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　

金
額　
１
件
に
つ
き
５
万
円

募
集
件
数　
１
０
０
件

※
募
集
件
数
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
11
月

30
日
㈭

※
郵
送
に
よ
る
応
募
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

※
店
舗
兼
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
は
対
象

外
で
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
環
境

保
全
課
（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

適
正
な
地
価
形
成
や
地
価
情
報

の
普
及
等
の
た
め
「
不
動
産
鑑
定

士
に
よ
る
不
動
産
の
価
格
に
関
す

る
無
料
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
４
月
14
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
１

階　

産
業
開
発
室

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
０
８
８

－

６
２

３

－

７
２
４
４
）
ま
た
は
企
画
政

策
課
（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

　
20
歳
の
学
生
で
す
が
、

収
入
が
な
い
の
で
、
国
民

年
金
の
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
得
の
少
な
い
学
生
が

申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　

学
生
の
方
で
、
納
め
ら
れ
な
い

か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
将
来
年
金
を
受
給
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
付
が
難
し
い
場
合
は
学
生
納
付

特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
の

写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
、

来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類
、
ご
本

人
以
外
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
が
一
度

承
認
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降
、
在

学
期
間
中
は
毎
年
４
月
頃
に
、
は

が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請

書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22

−

１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

水道メーターの交換
交換予定地区　羽ノ浦地区、那賀川地区、
中林地区、横見地区、富岡東地区、桑野地区、
山口地区、新野地区、福井地区、椿地区、
椿泊地区、橘地区
交換予定期間　５月～平成30年３月

水道料金の納期内納付にご協力ください
水道事業は、市民の皆さまからの水道使用料金
で運営しています。

節水にご協力ください　　　
水は、日常生活に欠かすことのできない限りあ
る資源です。

営業時間について　　　
水道の開閉栓等の受付時間は、平日8:30～
17:15（土、日、祝日および12月29日～１月
３日を除く）となっています。

問い合わせは　水道課（☎22−0587）へ

水道部からのお知らせ

人
権
教
育
・
啓
発

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
及

び
人
権
啓
発
に
係
る
調
査
及
び

研
究
に
関
す
る
活
動
費
補
助
金

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

申
請
期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月

１
日
㈪

　

補
助
金
の
交
付
対
象
、
申
請
方

法
、
補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
額

等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

第
１
回
阿
南
市

人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講
座

日
時　
４
月
18
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚

室演
題　
「
子
ど
も
に
学
ぶ
人
権
尊

重
～
あ
な
た
が
大
事
、
わ
た
し
も

大
事
～
」

講
師　
阿
南
市
青
少
年
健
全
育
成

セ
ン
タ
ー　

副
所
長　

牧　

逸
馬

さ
ん

※
手
話
通
訳
あ
り

※
託
児
あ
り
（
10
カ
月
か
ら
８
歳

ま
で
。
４
月
10
日
㈪
ま
で
に
要
申

込
）

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室
（
前
期
）

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
家
庭
か
ら
。

お
互
い
の
仕
事
を
見
直
す
た
め

に
、
ま
ず
は
料
理
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
５
月
９
日
㈫
、23
日
㈫
、

６
月
６
日
㈫
、
23
日
㈮
、
７
月
４

日
㈫

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

募
集
定
員　
先
着
30
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
材
料

費
と
し
て
当
日
集
金
）

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
は
が
き
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
４
月
17
日
㈪
～
27
日

㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

※
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

皆さまの声をお聞かせください
パブリックコメント（意見公募）を実施

阿南市中小企業振興基本条例 阿南市環境保全率先行動計画
（区域施策編）

内　　　容

阿南市の中小企業の振興、発展を目的として、
中小企業の持続的な発展を図っていくため、社
会全体で支援できるよう基本条例の策定を行い
ます。

阿南市において、地球温暖化対策として、市全
域の自然的社会的条件に応じた、温室効果ガス
の排出抑制等に向けた市民、事業者、市等の各
主体による取組の総合的かつ計画的な推進を図
ります。

募 集 期 間 ４月３日㈪～18日㈫ ４月３日～28日㈮

公 表 資 料 阿南市中小企業振興基本条例
（素案）解説

阿南市環境保全率先行動計画
（区域施策編）（素案）

公 表 場 所
市ホームページ、各支所、各住民センターおよび連絡所

商工観光労政課（本庁舎１階） 環境保全課（本庁舎２階）

意見を提出
で き る 方

・市内に在住、在勤または在学の方
・市内に事務所または事業所を有する方
・市に納税義務を有する方

提 出 方 法
公表場所に備え付けの記入用紙（任意の様式も可）にご意見、氏名、住所、電話番号等を記入の
うえ、担当課に提出してください。郵送または電子メールでも受け付けます。なお、電話や口頭
での受付はしませんのでご注意ください。

意見の公表 提出されたご意見は、その内容（個人情報は除く）を整理して公表します。ご意見に対しての個
別の回答はしませんので、その旨ご了承ください。

問い合わせ
先

商工観光労政課
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
☎22−3290
e-mail:shoukou@city.anan.tokushima.jp

環境保全課
〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
☎22−3413
e-mail:kankyou@city.anan.tokushima.jp
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問い合わせは　野球のまち推進課（☎ 22 − 1297）へ

○四国アイランドリーグ plus
　12日㈬　18:00～　徳島対高知
　26日㈬　18:00～　徳島対香川

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

４月の日程

●教育長報告
①学力向上アクティブ・ワン・プロジェクト報告会に

ついて
②教職員人事異動関係について
③教育委員会各課の平成29年度予算の主要項目につ

いて
●平成28年度幼稚園・小学校・中学校卒業（修了）証

書授与式について
●阿南市立公民館条例の一部を改正する条例の施行期日

を定める規則について
●阿南市人権ふれあい子ども会運営審議会設置要綱につ

いて
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

２月定例会（２月23日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより ■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○天羽 汕景 書展　～９日㈰まで
○点描墨絵展　11日㈫～23日㈰
○ちりめん細工＆手作り小物展　25日㈫～５月７日㈰
■体験コーナー

○アロマハンドマッサージ
　15日㈯　13:00～15:00

【申込締切日】15日㈯
【参加費】500円　【定員】8人
【持参物】ハンドタオル

○あんどん作り
　22日㈯　13:00～15:00

【申込締切日】21日㈮
【参加費】3,000円　【定員】5人
【持参物】なし

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24−3141）へ

光 ４月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

「加茂谷の素晴らしさ」はたくさんありすぎて挙げると切りがありません。ただ、加茂谷の人たち自身は、
加茂谷がどれほど素晴らしいかを知らないと感じます。私が毎日毎日感動する自然の美しさやすてきな
人々、歴史、風土。それらは地元の人にとっては「生まれた時からそこにあるもの」。当たり前に存在し
すぎていて、逆に気づかないのかもしれません。
そこで、昨年の秋から、私は「加茂谷の人に加茂谷の素晴らしさを知ってほしい」と季刊の新聞『加茂谷
ライフ』を発行しています。昨年４月の着任以来ブログなどインターネット上で数多く加茂谷の良さを発
信してきたのですが、高齢者が多い加茂谷ではやはりテレビや新聞といった媒体の情報伝達力の強さは圧
倒的だと痛感していました。編集にあたっては、加茂谷の行事や新しい移住者家族の紹介など「今のこと」
だけでなく、ここに何十年と生きてきた地元の高齢者の方々の貴重な情報や昔話などにも重点を置いてい
ます。実はお茶飲み話中に何気なく話してくれたことが、「聞いてビックリ」な歴史的・民俗学的に実に

興味深い情報だったりするのが加茂谷です。
おかげさまで新聞への反応は上々で、加茂谷の人たちから地域の良さを再
発見できたと言われるのが最高にうれしいです。『加茂谷ライフ』は市内
では市役所や各図書館に置いていただいていますが、「加茂谷元気なまち
づくり会」のホームページや「みんなの本棚徳島」（http://ourshelf.wook.
jp/）には電子版を載せています。どうか多くの皆さまに「加茂谷の素晴
らしさ」を伝えられますように。

地域の新しい力となる

地域おこし協力隊だより
地域おこし協力隊の活動を紹介するコーナー。毎回、隊員が活動内容や地域の魅力を発信します。

岩本	昌子さん
（加茂谷地区）

vol. ７

毎月第１日曜日は家庭人権学習の日です
同和問題をはじめ、あらゆる人権問題について、家庭や地域
で話し合う機会を設け、豊かな人権感覚を養い、一人ひとり
の人権が尊重されるまちづくりに努めましょう。
問い合わせは　
阿南市人権教育協議会事務局（☎22−3392）へ

は
じ
め
に

  

「
現
代
っ
子
が
ヘ
ン
」「
現
代
っ
子
が
ど

う
も
お
か
し
い
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
本
当
で
し
ょ

う
か
。

　

も
し
、
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
っ
た
と
す

れ
ば
、
何
が
子
ど
も
た
ち
を
変
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。

超
少
子
高
齢
化
時
代
の
中
で

　

現
代
が
「
少
子
高
齢
化
時
代
」
に
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
も
の
な
の
か

徳
島
県
人
権
教
育
指
導
員

　

稲
村 

健
一 

さ
ん

を
正
し
く
知
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
現
代
っ
子
た
ち
は
、
紛
れ
も
な
く
こ
の

超
少
子
高
齢
化
社
会
の
真
っ
只
中
を
生
き
て

い
ま
す
。

　

徳
島
県
統
計
に
よ
れ
ば
、
本
県
の
出
生
数

が
１
万
人
を
超
え
た
の
は
昭
和
58
年
ま
で
の

こ
と
。
こ
の
年
の
出
生
数
は
１
万
２
５
６
人
。

本
県
の
出
生
数
が
１
万
人
を
超
え
た
最
後
の

年
で
し
た
。
昭
和
58
年
以
降
も
出
生
数
が
減

っ
て
い
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
例
え
ば
、
そ
の
25
年
後
の
平
成
20
年

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
出
生
数
だ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
か
。

　

平
成
20
年
の
出
生
数
は
５
９
０
１
人
。
６

０
０
０
人
を
割
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
。
実

に
４
割
強
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
直
近
の
平
成
27
年
で
は
５
６
２
２
人
）

　

わ
ず
か
４
半
世
紀
の
間
に
出
生
数
が
４
割

強
も
減
少
し
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
異
常
ぶ

り
が
う
か
が
え
ま
す
。
１
０
０
年
で
４
割
減

で
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
い
え
る
の
で
、
戦

争
な
ど
の
非
常
時
を
除
け
ば
、
恐
ら
く
有
史

始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。〝
有
史
始
ま
っ
て
以
来
〟
な
ど
と

い
う
と
大
げ
さ
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
現
在
の
少
子
化
の
進
行
ぶ
り
は

そ
れ
ほ
ど
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

な
お
、
県
統
計
に
よ
れ
ば
、
本
県
で
最

も
出
生
数
が
多
か
っ
た
昭
和
23
年
に
は
、

実
に
３
万
２
０
０
３
人
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
本
県
の
総
人

口
は
と
い
え
ば
85
万
４
８
１
１
人
。
平
成

20
年
の
総
人
口
79
万
９
１
８
９
人
と
比
べ

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ

ん
。
85
万
人
の
県
民
が
３
万
２
０
０
０
人

余
り
を
生
み
育
て
て
い
た
出
生
力
が
、
79

万
人
を
も
っ
て
し
て
も
６
０
０
０
人
弱
し

か
生
み
育
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
低
下
し
た
と

い
え
ば
分
か
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
。

家
で
は
「
王
子
様
」「
王
女
様
」
？

　

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
あ
っ
て
は
、

ど
の
家
庭
も
子
だ
く
さ
ん
で
、
家
の
中
で

は
兄
弟
姉
妹
た
ち
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
い

ま
し
た
。
当
然
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
合
う
の
は
当
た
り
前
の
話
。
上
の

子
が
下
の
子
の
面
倒
を
見
る
良
さ
が
あ
っ

た
反
面
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
生
じ
る
軋あ

つ

轢れ
き

や
ス
ト
レ
ス
は
ハ
ン
パ
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
。
人
間
関
係
を
磨
き
合
う

力
や
、
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
が
お
の

ず
と
育
っ
た
時
代
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

か
た
や
、
少
子
化
の
極
み
と
も
い
わ
れ

る
現
代
。
切
磋
琢
磨
し
合
お
う
に
も
家
に

き
ょ
う
だ
い
は
な
く
、
地
域
に
も
昔
の
よ

う
に
組
ん
ず
ほ
ぐ
れ
つ
し
て
遊
ぶ
幼
友
達

は
い
ま
せ
ん
。
家
庭
に
あ
っ
て
は
ど
の
子

も
過
保
護
に
さ
れ
が
ち
で
、
い
わ
ば
「
王

子
様
」「
王
女
様
」
状
態
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
!?

子
ど
も
は
社
会
を
映
し
出
す
鏡

　

忍
耐
力
が
な
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
が
な
い
、
す
ぐ
キ
レ
る
な
ど
、
現
代

っ
子
批
判
に
余
念
の
な
い
大
人
た
ち
で
す

が
、「
現
代
っ
子
が
ヘ
ン
」
と
騒
ぐ
前
に
、

「
な
ぜ
子
ど
も
た
ち
が
変
わ
っ
た
の
か
」

「
何
が
子
ど
も
た
ち
を
変
え
た
の
か
」
を

ど
う
し
て
明
ら
か
に
し
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
い
つ
の
時
代
も
、
子
ど
も
た
ち
は
社

会
を
映
し
出
す
鏡
で
す
。
子
ど
も
が
勝
手

に
変
わ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
子
ど
も
た
ち
を
変
え
た
の
は
紛

れ
も
な
く
こ
の
社
会
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

大
人
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の

意
味
で
も
、
わ
れ
わ
れ
大
人
が
正
し
く
子

ど
も
た
ち
を
導
く
使
命
と
責
任
を
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

超
少
子
化
の
中
を
生
き
る

現
代
っ
子
た
ち

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⒅

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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